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1．目　　　的

　群馬パース大学では、国際交流センターの企画

により、毎年海外研修が行われてきたが、新型コ

ロナウイルス感染症の流行により 2019 年度から

2022 年度まで海外研修を中止していた。海外研

修が中止となってからも、オンラインによる講演

会や研修会を開催していたが、これまでに海外研

修やオンライン研修で臨床検査に焦点を当てた企

画はされてこなかった。米国の臨床検査技師認証

機関の国際資格 International Medical Laboratory 

Technician, MLT（ASCPi）1）2）を保持する筆者として

は、日本で臨床検査を学んでいる学生に、海外に

おける臨床検査のあり方や臨床検査技師の位置づ

けなどを学び、自分たちにも海外で活躍する機会

があることを知ってもらいたいと感じていた。そ

こで、臨床検査技師としてのグローバルキャリア

について学ぶことで、学生の臨床検査に対する学

習意欲や臨床検査技師としての職業意識向上につ

ながる結果を得られると期待し、その効果を検証
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することを目的として本講演会を企画した。

II．方　　　法

　筆者は以前、博士研究員として Emory 大学在籍

中に MLT（ASCPi）を取得しており、当時のラボ

の上司より Emory Healthcare Medical Laboratory 

Science Program のメディカルダイレクターである

Dr. David L Jaye 氏をご紹介いただくことができ

た。Dr. Jaye 氏に今回の講演の趣旨を伝えたとこ

ろ、オンラインでの講演を快諾くださり、講演会

の開催に至った。講演内容は「Medical Laboratory 

Sciences in the US.」のタイトルで臨床検査医学お

よび臨床検査技師教育プログラムに関してご講演

いただくこととした。英語での講演となるため、

企画当初は通訳による同時通訳も検討したが、学

生にとって英語で講義を受けることは貴重な経験

であるとともに英語教育にもつながると考え、講

演資料に単語の和訳と注釈をつけて配布すること

とした（図 1）。こちらで和訳および注釈をつける

作業が必要となったため、講師には資料中にでき

るだけ多くの情報を記載していただき、事前に講

演資料を提供していただいた。主要な単語や専門

用語の和訳を付けるとともに用語の注釈をつける

ことで、英語を完全に聞き取ることが出来なくて

も、講義資料から内容を理解できるよう工夫した。

講演の主なテーマは以下の通りである。

1） 米国の臨床検査技師制度

2） 米国の臨床検査技師養成課程

3） 米国における臨床検査分野の課題

4） 米国以外からの臨床検査技師としての就労

III．対　　　象

　本講演会は、本学の学園祭（2022 年 10 月 23 日

（日））期間中に国際交流センター主催の特別講演

として企画されたため、本学の学生だけでなく一

般の参加者にも公開し、事前登録のあった参加者

はオンライン参加も可能とした。

IV．結　　　果

1．講演会の参加者

　講演会の事前登録を開始すると、本学検査技術

学科の学生や教職員に加えて、他大学の教員や学

生、さらには現役の臨床検査技師の方からの申し

込みがあり、最終的には、現地参加 120 名、オン

ライン参加 32 名の計 152 名と非常に多くの方に

参加いただき（表 1）、本講演が多くの臨床検査技

師を目指す学生および臨床検査技師の方々に興味

を持っていただけたことを示す結果となった。

図 1　英単語の日本語訳および専門用語の注釈を加えた講演資料の例
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2．講演会の学習効果

　講演では、米国の臨床検査技師制度では、輸血

検査、生化学的検査、血液学的検査、微生物検査

などを行うことができるが、採血業務や生理検査

は別の資格が必要であること、臨床検査技師の養

成課程は大学だけでなくラボでの養成プログラム

もあること、Emory 大学の場合は卒業生が全員

Emory 大学系列病院への就職が保証されること

など、日本と異なる養成課程や技師制度があるこ

とを学ぶことができた。また、臨床検査分野の課

題として、看護師に比べて給与が低い事や人手不

足によりスタッフがオーバーワークとなっている

こと、多くの臨床検査技師が自分たちの労働が過

小評価されていると感じているなど、日本と同様

の問題を抱えていることも知ることができた。さ

らに、人手不足が深刻であることから海外からの

就労も可能であり、実際に日本人のスタッフも在

籍しているとの報告もあり、非常に興味深い講演

内容であった。

　また、講演当日は数名の学生が講師に直接英語

で質問するなどの積極的な参加姿勢がみられた

（図 2）。参加した学生からは、「自分たちに国際

的な活躍の場があることを初めて知り、学習意欲

の向上に繋がった。」などの意見が聞かれた。さ

らに、今回の講演会をきっかけに、実際に MLT

（ASCPi）取得を目指す学生も出てきており、すで

に出願を済ませている学生もいる。

V．考　　　察

　今回の講演会では、海外の臨床検査技師の現状

や臨床検査を取り巻く環境など通常の講義では得

られない知識を得ることができ、学生にとっては

非常に有意義なものとなったと考えられる。さら

に、本講演の情報をもとに、MLT（ASCP i）取得の

準備を始めた学生もおり、臨床検査技師を目指す

学生の職業意識向上にも繋がったと感じている。

また、英語での講演であったことから、英語に苦

手意識を持つ学生にとっては、改めて語学の重要

性を認識する機会となり、母国語以外の言語を習

得することにより自身の活躍の場が広がることを

知ったことで、語学学習への意欲向上にも繋がっ

たのではないかと考えている。

　一方で、公開講座としたことから、本学の学生

だけでなく、他大学の教員や現役の臨床検査技師

図 2　講演会当日の様子

表 1　講演会参加者の内訳

参加者の内訳 現地参加（人） オンライン参加 合計

群馬パース大学 学生（検査技術学科） 92 26 118

群馬パース大学 学生（検査技術学科以外）   2   1     3

群馬パース大学 教員 18   1   19

一般   8   4   12
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の参加もあり、本講演が多くの方に興味を持って

いただけた事を非常にうれしく思うと同時に、グ

ローバル化が進む現在においても、臨床検査技師

が海外での活躍を視野に入れたキャリアを模索す

るための情報は非常に不足しているのではないか

と感じた。臨床検査技師の国際教育の現状として

は、各教育機関が独自の国際交流や海外研修など

を行っており 3）～5）、統一された基準は設けられて

いない。近年、医師の国際的なキャリア形成の一

環として米国医師国家試験 USMLE（United States 

Medical Licensing Examination）の受験をサポート

する医学部が増えている 6）。これまでは、日本の

医学部を卒業していれば USMLE の受験資格を得

ることができたが、2023 年以降 ECFMG（Educa-

tional Commission for Foreign Medical Graduates）

（日本では JACME）に認可された医学部を卒業し

ていないと USMLE の受験資格を得ることができ

なくなり、多くの医学部が認定取得に乗り出して

いる 7）。現在、臨床検査技師の国際資格である

ASCP i の認定資格は、日本の臨床検査技師養成

校を卒業していれば多くの場合、受験資格を得る

ことが可能である 8）。しかし、臨床検査の分野で

も国際資格に関して医師免許と同様の措置がなさ

れる可能性も見据え、早い段階から臨床検査技師

の国際的なキャリア形成について、その基盤とな

る教育体制の構築が求められるのではないかと感

じている。

VI．結　　　語

　医療分野のグローバル化が進む中で、臨床検査

技師を目指す学生が国外の臨床検査について学ぶ

機会が求められるのは当然の流れであると思われ

るが、いまだそのような体制は十分に整っている

とは言えず、各教育機関で独自の方法を模索して

いる現状がある。今後は、新型コロナウイルス感

染症のような国際的な医療問題に対応できる医療

人の育成が求められると予測されることから、学

生がグローバルな活躍を視野に入れたキャアを模

索できるよう、卒業後のサポートも含めたグロー

バル人材育成の教育体制構築が重要であると考え

られる。今回は、これまで本学で行われていた国

際交流プログラムとは異なり医療全般や他の医療

職に関する内容ではなく、臨床検査医学および臨

床検査技師に焦点をあてたことから、臨床検査技

師のグローバル人材育成プログラムを構築するた

めの足掛かりとして、非常に有意義な講演会と

なった。今後は、学部学生や大学院生が現地に赴

き、米国の臨床検査技師育成プログラムを見学し、

現地の学生と意見交換できる機会を設けるなど、

さらに進んだ教育プログラムを企画する予定であ

る。また、学生だけでなく卒業後にも希望があれ

ば、海外のプログラムへの参加や国際資格の取得

を後押しできるような在学中から卒業後に至るま

で、一貫した国際教育を継続的に行えるような教

育体制の構築を目指したいと考えている。
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